
 

 

石川県西部緑地公園テニスコートの平成２０年度管理状況 
施設所管課 教育委員会 スポーツ健康課 

指定管理者 （財）石川県県民ふれあい公社 理事長 粟原正一 

指定期間 平成 18年 4月１日～平成 21年 3月 31 日 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

 ・接客、電話応対等には不快感を与えないよう親切な接遇に

より受付を行う 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・アンケートのほか利用者から施設に対する苦情など意見等

を直接管理担当者が聞き入れ、修繕等を実施している。 

その他特記事項 

・14面を有する県内屈指の施設であり、個人利用のみならず

北信越大会や県大会など大規模な競技会開催にも相応しい

施設として管理に努めている。  

利用の促進に関する業

務 

 

 

施設の情報提供、広報、広告 

 ・石川県施設利用予約システムにより、一般利用者に多くの

ご利用を頂いている。 

・窓口に施設空き状況及び個人利用の可能な日が分かるよう

に、年間の行事予定を掲示 

・各競技団体等と連絡を取り合い、利用者に空き状況等をお

知らせするなどの施設利用を促している。 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

・使用許可の件数（（２）②参照） 

・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃：職員が日頃より場内の美化に努めており、廊下や更衣室、

シャワー室などの清掃を日々行っている。コート内につい

ては主催者に大会等終了時の清掃をお願いしている。 

保守点検：日常点検は職員が行い、人工芝維持・周辺緑地等の 

管理業務は高い専門知識を持つ業者に外部委託している。 

警備：外部委託を行い、西部緑地公園内全ての施設を包括的に

実施している。 

小規模修繕：ボイラー修繕、プロパンガス供給設備取替修繕、 

料金表修繕など 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

 ・危機管理マニュアルを策定し、防災訓練を実施している。 

個人情報の管理状況 

 ・基本協定（個人情報の取扱いに係る特記事項）に基づき、 

  管理している 

（２）施設の利用状況 



 

 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ１９年度 

（参考） 

Ｈ２０年度 前年度比 増減理由 

施設利用者数（人） 27,179 25,222 92.8% 個人利用者（一般）の減 

②使用許可等の状況 

 許可件数 不許可件数 不許可理由 

個人使用 13,672 0  

専用使用  1,065 0  

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額 減免額 減免理由 

テニスコート 7,341 千円 1,003 千円 県体協加盟の体育団体が競技会を主催

する場合等 

（４）収支決算                             （千円） 

収入 支出 

管理料 1,298 人件費 4,606 

使用料収入 7,341 光熱水費   955 

  修繕費   140 

  施設管理委託料 3,690 

  その他 1,092 

合計 8,639 合計 10,483 

収支差額 △1,844  

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

 （ア）利用者アンケート結果（平成 20年 12 実施 有効回答件数 53 件） 

回 答  

   項 目 良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス 53.0% 35.3% 7.8% 3.9% 

施設の維持管理 58.0%    42.0% 0.0% 0.0% 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

特になし 

②事故、故障等 

 特になし 

③その他報告事項など 

 ・西部緑地公園にある産業展示館や県立野球場等と催し物が重複した場合や大規模イベ

ントが開催される場合は駐車場等の混雑、不足が生じている。 

 ・コートの人工芝が短くなっており、計画的な更新が必要  

 

 

 

 



 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ ・利用者から直接苦情や意見を聞き入れ、修繕等は早急

に実施するようにしている。 

・各競技団体等と施設の空き情報を連絡するなどして、

利用促進に取り組んでいる。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・テニスに関する専門的知識や経験を活かし、仕様書等

に基づき適切な施設管理等が行われている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・適切な職員の配置がなされている。また、非常時の連

絡体制やマニュアルが定めるほか、防災訓練を実施す

るなど、安全対策が適切である。 

④その他、必要と認める

事項（例：苦情処理、

個人情報保護） 

Ｂ ・個人情報については基本協定に基づき、適切な管理が

行われている。 

総合評価 Ｂ ・テニスの競技力向上や県民がよりテニスに親しみやす

い環境づくりに基づいた管理運営がなされている。 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、 

一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っている 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

（７）助言・指摘事項 

 

特になし 

 


